７京警協第102号　 
令和７年５月14日
会員各位
（一社）京都府警備業協会

会長　宇多　雅詩
職場における熱中症対策の周知等について
謹　啓

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

平素当協会運営につきまして格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、見出しの件につきまして、各社におかれましてはすでに熱中症対策を講じていただいているところではございますが、熱中症の重篤化を防止するため、労働安全衛生規則が改正され、令和7年6月1日から施行されることに伴い、従来の対策に加え「関係者への周知」等の対応が事業者に義務付けられました。
つきましては、添付資料「職場における熱中症対策の強化について」（厚生労働省作成）及び「熱中症」対応フロー（農林水産省作成）をご確認いただき、義務付けされた「体制整備」、「手順作成」、「関係者への周知」への対応をお願いいたします。

謹　白
記
１　体制の整備について
　・緊急連絡先を確認する。
　・熱中症対策用品の準備を行う。
　・休憩場所等の確保を行う。
２　手順作成について
　・計画書、指令書等に休憩場所、待機場所等を記載する。
　・必要があれば控え室等に掲示するフロー図等の作成を行う。
（パンフレットP5～6、及び別紙フロー図を参照）
３　関係者への周知について
　・体調の変化があった場合には直ちに申告するように周知する。
　・作業関係者に対し対策を説明、周知する。

４　添付資料
　・「職場における熱中症対策の強化について」（厚生労働省作成）
　・「熱中症」対応フロー（農林水産省作成）
以　上

